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伊佐座小学校が完成
－生徒育成に必要な教室を完備－

町は、3月31日伊佐座小学校の第2期工事を完了し、計画の

すべての工事を終りました。

この伊佐座小学校建設は、基地周辺の整備事業として行なわ

れていたものですが、第1・2期工事を合わせて総工費2億2，

800万円を費やしてできあがったもので、鉄筋コンクリｒト造

りの3階建で、延床面積2，667，75が、教室の数も、普通教室13

特別教室（理科・音楽・図工・家庭科）4、管理室（校長室・

職員室・放送室・事務室など）8、その他（更衣室・用務員室な

ど）5と、生徒に必要な教室のすべてが完備されました。

なお、第1期工事完成時には、1年生から3年生までと6年

生が入校していましたが、2期工事の完成で残りの4年生と5

年生が入校し、すべての学年がそろいました。（写真は、全工

事を終え、完成した伊佐座小学校）

老

人

大

学

受
講
生
の
募
集

県
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五

十
年
度
の
老
人
大
学
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館

二
、
対
象

中
間
・
遠
賀
郡
在
住
の
6
0
歳
以

上
の
男
・
女
（
新
規
受
講
者
優
先

三
ｌ
、
学
習
内
容

呵
教
養
コ
ー
ス
　
（
老
人
と
生
活

時
事
問
題
そ
の
他
の
受
講
）

の
選
択
コ
ー
ス
　
（
園
芸
、
短
歌

書
道
コ
ー
ス
の
う
ち
一
コ
ー

ス
）

四
、
期
間

五
月
下
旬
か
ら
十
一
月
下
旬
ま

で
午
前
教
養
コ
ー
ス
、
午
後
選

択
コ
ー
ス
各
二
時
間
ず
つ
。

五
、
申
し
込
み
期
日

5
月
1
0
日
（
土
曜
日
）
ま
で

六
、
申
し
込
み
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

く
わ
し
い
事
は
教
育
委
員
会
社
会

教
育
係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

町の人口
（50年3月末現在）

人　口　24，064

男11，656

女12，408

世帯数　7，096
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一
部
事
務
組
合
分
担
金

改
良
住
宅
建
設
な
ど

継
続
事
業

町
で
は
、
昭
和
五

十
年
度
予
算
が
三
月

二
十
九
日
の
定
例
議

会
で
議
決
さ
れ
成
立

し
ま
し
た
。

最
近
の
地
方
財
政

は
、
一
昨
年
秋
の
石

油
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機

と
し
て
大
変
な
危
機

に
直
面
し
て
お
り
、

各
自
治
体
と
も
五
十

年
度
予
算
は
非
常
に

苦
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
予
算
、
地
方
財
政
計
画
な
ど
に

つ
い
て
も
総
需
要
抑
制
の
方
針
は
変
わ

ら
ず
、
本
町
で
も
昨
年
に
く
ら
べ
て
財

政
の
伸
び
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
方
交

付
税
率
の
引
上
げ
を
強
力
に
働
き
か
け

同
時
に
超
過
負
担
（
町
負
担
）
の
解
消

を
は
か
り
、
さ
ら
に
は
国
と
地
方
自
治

体
間
の
税
源
再
配
分
等
に
よ
る
財
源
の

確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
税
収
の
確
保
お
よ
び
使
用
料
や

昭
和
5
0
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算

労　働　費1億173万8千円

消　防　費　9，167万8千四

歳　会　費　7，635万9千円

農林水産業費3，433万1千円

諸支出金　1，708万日

商　工　費　　903万4千円

予　備　費　　300ノ1円

土　木　費

10億5，817万6千「ｒ］

教　育　費

8億2，081万2千円

を
中
心
　
に

手
数
料
の
適
正
化
を
は
か
る
な
ど
収
入

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
支
出
は

消
費
的
経
費
な
ど
は
節
減
に
努
め
、
効

率
的
な
財
政
運
用
を
積
極
的
に
推
し
進

め
ま
す
。

自
主
財
源
の
少
な
い
当
町
と
し
て
は

国
の
予
算
編
成
の
影
響
を
う
け
な
が
ら

も
、
継
続
事
業
を
中
心
と
し
て
住
民
の

生
活
に
関
連
す
る
公
共
施
設
の
整
備
に

重
点
を
お
い
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
公
共
投
資
事
業

改
良
住
宅
建
設
事
業
（
高
松
地
区
改
良

住
宅
）
　
八
三
六
、
八
〇
九
千
円

学
校
建
設
事
業
（
下
二
小
・
水
巻
南
中

校
舎
防
音
工
事
）五

七
九
、
二
一
一
千
円

産
炭
地
城
開
発
就
労
事
業
（
唐
ノ
熊
・

立
屋
敷
線
改
良
工
事
）

三
九
、
〇
一
五
千
円

特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
（
吉
田
団
地

道
路
、
古
賀
・
机
線
道
路
舗
装
工

事
）
六
四
、
二
九
五
千
円

伝
染
病
組
合
　
　
　
八
、

老
人
福
祉
施
設
組
合
二
、

火
葬
場
組
合
　
　
　
七
、

し
尿
処
理
組
合
　
五
二
、

ご
み
処
理
組
合
　
四
七
、

消
防
組
合
　
　
　
七
五
、

八
八
八
千
円

八
八
二
千
円

九
七
二
千
円

三
三
六
千
円

六
四
七
千
円

一
三
九
千
円

衛生費
1億7，524万5千円

災害復旧費

道
路
維
持
新
設
改
良
事
業

九
四
、

橋
梁
維
持
改
良
事
業二

五
、

河
川
渡
漢
事
業
　
二
〇
、

〇
七
〇
千
円

九
三
〇
千
円

二
六
〇
千
円

道
路
・
河
川
等
鉱
害
復
旧
事
業

二
八
八
、
〇
七
七
千
円

地
盤
等
鉱
害
復
旧
事
業

二
〇
五
、
六
五
四
千
円

ｒ

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算
は
、

「
農
作
物
共
済
勘
定
」
、
「
家
畜
共
済

勘
定
」
、
「
業
務
勘
定
」
に
分
け
て
編

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
作
物
共
済
勘
定

一
七
六
万
五
千
円

引
受
面
積
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
見

込
み
、
共
済
金
額
は
法
で
認
め
．
ら
れ
た

最
低
の
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
百
二
十
円
と

し
、
基
準
反
収
は
四
百
六
十
七
キ
ロ
グ

ラ
ム
で
編
成
し
て
い
ま
す
。

家
畜
共
済
勘
定

一
九
万
六
千
円

一
頭
当
り
の
共
済
金
額
八
万
五
千
円

引
受
頭
数
五
頚
を
見
込
ん
で
編
成
し
て

い
ま
す
。

業
務
勘
定五

六
八
万
二
千
円

歳
出
は
事
務
費
四
百
九
十
二
万
七
千

円
損
害
評
価
費
な
ど
十
九
万
六
千
円
そ

の
他
五
十
五
万
九
千
円
の
計
五
百
六
十

八
万
一
一
千
円
で
、
財
源
は
県
支
出
金
百

六
十
九
万
一
千
円
そ
の
他
で
、
不
足
分

は
一
般
会
繰
入
金
計
三
百
七
十
一
万
六

千
円
を
見
込
ん
で
編
成
し
て
い
ま
す
。
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当初から赤字を見込む

必要な抜本的対策
収益的収支

収入　1億5，098万2千円

支出　1億8，033万3千円

資本的収支

収入　　　3，240万1千円

支出　　　4，269万円

水
道
事
業
会
計
は
、
こ
の
予
算
額
を

み
て
も
わ
か
り
ま
す
が
、
収
益
的
収
支

と
し
て
二
、
九
三
五
万
一
千
円
の
赤
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
益
的
収
入
と
は

給
水
使
用
料
や
工
事
収
益
お
よ
び
負
担

金
、
納
付
金
そ
の
他
の
収
益
な
ど
で
す

が
、
支
出
と
し
て
は
水
道
原
水
の
購
入

費
、
給
水
管
理
費
、
総
係
費
、
受
託
工

事
費
、
減
価
償
却
費
そ
の
他
の
営
業
費

用
な
ど
で
す
。
一
方
資
本
的
収
支
で
も

一
」
〇
二
八
万
九
千
円
の
赤
字
に
な
り

ま
す
。
資
本
的
収
入
は
、
鉱
害
復
旧
事

業
の
国
庫
補
助
金
、
単
独
の
新
設
改
良

事
業
の
企
業
債
に
よ
る
収
入
で
す
。
支

出
は
、
建
設
改
良
費
、
財
産
購
入
費
、

企
業
債
償
還
金
な
ど
の
支
出
で
す
。

両
方
の
赤
字
額
が
三
、
九
六
四
万
円

に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た

め
に
は
使
用
料
の
高
率
的
な
徴
収
や
事

務
経
費
な
ど
の
節
減
な
ど
、
強
力
な
事

業
努
力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

高
額
医
療
費
支
給
制
度
で

苦
し
　
い

国
保
会
計
は
独
立
採
算
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
が
、
老
人
医
療
、
幼
児
医
療

の
無
料
化
に
よ
る
影
響
、
高
額
医
療
費

支
給
制
度
の
実
施
に
よ
る
影
響
な
ど
に

加
え
、
昨
年
二
回
に
わ
た
り
三
十
六
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
に
お
よ
ぶ
医
療
費
の
大

幅
引
上
げ
が
行
な
わ
れ
た
た
め
、
国
保

財
政
は
著
し
く
悪
化
し
て
い
ま
す
。

国
の
政
策
で
あ
る
老
人
医
療
制
度
の

は
ね
か
え
り
が
国
保
事
業
を
圧
迫
し
て

い
る
現
状
に
お
い
て
、
全
額
国
庫
負
担

化
、
お
よ
び
乳
幼
児
医
療
の
国
・
県
補

助
金
増
額
な
ど
の
大
幅
な
改
革
が
望
ま

れ
ま
す
。

台
所

（単位千円）

青
年
の
船

団
貝
募
集

水道事業会計予算

収益的収入及び支出（単位千円）

区　 一　　　　　　　　 分 予　 定　 額

水 道 事 業 収 益 1 5 0 ，9 8 2

給　 水　 使　 用　 料 1 4 1 ，8 0 8

受 託 工　 事 収 益 2 ，0 5 8

負 才旦金 及 び 納 付 金 6 ，0 0 0

そ　 の　 他　 の 収 益 8 1 0

受 ・　 二晩　　 利　　 息 3 0 0

そ　 の　 他　 の 収 入 5

一 般 会 計 補 助 金 1

収　入　　資本的収入及び支出（単位千円）

区　　　　　　　　　　 分 ・予　 定　 額

資 本 的 収 入 32 ，4 0 1

匡ｌ 庫　 補　 助　 金 21 ，6 0 1

企　　　 業　　　 債 10 ，8 0 0

資 本 的 支 出 4 2 ，6 9 0

鉱 害 複 旧 事 業 費 2 6 ，8 7 2

新　 設　 改　 良　 費 6 ，1 7 6

財　 産　 購　 入　 費 4 ，6 7 5

企 業 積 憤 還 元 金 1　 4 ，9 6 7

昭和50年度国民健康保険歳入歳出予算
歳　出

区　　　　　　　 分．－ 金　　　　 額

総　　　　 務　　　　 費 1 9 ， 6 4　5

保　 険　 給　 付　 費 2　3　5 ， 3　5 8

保　　 険　 施　 設　 費 6 ， 0 8 0

公　　　　 債　　　　 費 5　0　0

予　　　　 備　　　　　 費 4 ， 5 1 9

歳　　 出　　 合　　 言十 2　6　6 ． 1 0 2

区　　　　　　　　 分 金　　　　 額

．．国 民 健 康 保 険 税 8 7 ， 7　5 8

使 用 料 及 び 手 数 料 3　0

国　 庫　 支　 出　 金 1 7　6 ， 5　2　2

県　　 支　　 出　　 金 、1 7　7

財　　 産　　 収　　 入 5　0　0

繰　　　　 越　　　　 金 1

繰　　　　　 入　　　　 金 1

諸　　　　 収　　　　 入 1 ， 1 1 3

歳　　 入　　 合　　 計 2　6 6 ， 1 0 2

国
は
、
昭
和
五
十
年
度
の
「
青

年
海
外
派
遣
（
長
期
・
短
期
）
」

と
「
青
年
の
船
」
の
一
般
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
申
込
期
限
　
五
十
年
五
月
六
日

◇
申
込
先
　
福
岡
市
中
央
区
天
神

一
ノ
一
ノ
一
福
岡
県
民
生
部
青

少
年
対
策
室
（
書
留
の
こ
と
）

◇
提
出
書
類

。
申
込
書
一
通

。
勤
務
先
の
雇
用
主
等
の

応
募
承
諾
書
一
通

。
作
文
　
二
百
字
詰
原
稿
用
紙

五
枚
以
内

。
戸
籍
抄
本
　
二
通

。
履
歴
善
　
一
通

。
健
康
診
断
善
一
通

。
写
真
一
葉
（
五
×
五
）

※
　
応
募
用
紙
は
、
町
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。
資
格
は
か
く

わ
し
い
こ
と
は
町
教
育
委
員
会

（
魯
六
九
一
－
〇
四
〇
三
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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一
婦
人
母
子
相
談

遠
賀
福
祉
事
務
所
婦
人
相
談

員

悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に

心
配
ご
と

人
権
法
律

］

合

同

相

談

水
巻
町
社
会
碍
祉
協
読
会
は
、
次
の

と
お
り
「
心
配
こ
と
相
談
」
と
「
人
標

法
律
相
談
」
を
合
同
で
行
な
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

◇
日
時5

月

6

日

　

1

3

時

～

1

6

′

時

3

0

分

5

月

1

6

日

　

1

0

時

～

1

5

時

5

月

2

6

日

　

1

3

時

～

1

6

時

．

3

0

分

◇
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
日
本
間

※
　
五
月
三
日
は
、
新
憲
法
が
施
行
さ

れ
て
二
十
八
年
目
の
記
念
日
に
あ
た

り
、
社
会
宿
祉
協
議
会
で
も
こ
の
記

念
行
革
の
一
つ
と
し
て
、
五
月
十
六

日
に
特
別
に
「
人
権
法
律
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
月
は
小
倉
法
務
局
、
遠
賀
福

祉
事
務
所
か
ら
も
、
担
当
職
員
が
出

精
し
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
相
談
員

・
人
権
法
律
相
談

小
倉
法
務
局
担
当
職
員

・
生
活
更
正
相
談

遠
賀
福
祉
軍
務
所
担
当
職
員

一
行
政
相
談
一

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

行
政
管
理
庁
は
、
国
が
行
な
っ
て
い

る
行
政
や
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
み
な

さ
ん
の
不
満
や
苦
情
を
聞
き
、
あ
っ
せ

ん
解
決
す
る
た
め
、
全
国
の
市
町
村
に

行
政
相
談
委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
監
栗
局
か

ら
直
接
任
じ
ら
れ
る
も
の
で
、
恩
給
・

年
金
・
登
記
・
保
険
・
生
活
保
護
・
農

地
・
環
境
衛
生
・
郵
便
・
道
路
・
交
通

・
公
営
住
宅
・
河
川
・
公
害
・
謀
税
・

一
般
許
認
可
、
ま
た
国
鉄
・
電
々
・
専

売
・
公
団
・
公
庫
・
事
業
団
に
対
す
る

苦
情
や
不
満
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
監

察
局
の
栽
員
と
い
っ
し
ょ
に
問
額
の
解

決
に
あ
た
り
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
す
、
だ
れ
で
も
気

軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

、
な
お
、
次
の
日
程
で
行
政
相
談
を
行

な
い
ま
す
。

◇
日
時
　
5
月
1
6
日
　
1
0
時
～
1
5
時

◇
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
日
本
間

◇
行
政
相
談
員

武
尾
友
敏

住
所
　
水
巻
町
境
禾

・

電

轟

　

6

9

1

・

6

0

2

2

胃
の
集
団
検
診

福
祉
年
金
の
受
給
者
は

所
得
状
況
の
届
出
を
忘
れ
ず
に

五
月
六
日
か
ら
町
内
の
郵
便
局
で
、

福
祉
年
金
（
老
齢
・
特
別
Ｊ
障
害
・
母

子
）
の
支
払
い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

を
受
給
さ
れ
る
と
前
年
の
所
得
状
況
の

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
受
給
後
五
月
末
日
ま
で
に
年
金

証
書
を
持
参
し
、
役
場
年
金
陳
で
手
続

き
を
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
日
時
　
5
月
2
0
日

午
前
　
9
時
～
1
1
時
3
0
分

午
後
　
1
時
～
2
時
3
0
分

◇
会
場
　
町
民
会
握
削
（
検
診
車
内
）

◇
料
金
　
5
0
0
円
（
個
人
負
担
）

1
5
0
0
円
（
町
補
助
）

◇
険
診
の
申
込
み
　
5
月
1
日
～
1
8
日

（
検
診
人
員
1
0
0
名
、
受
付
順
で

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
の
で

皐
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
）

◇
申
込
み
場
所
役
場
厚
生
課
衛
生
係

料
金
は
、
申
込
み
の
と
き
に
前
的
し

て
く
だ
さ
い
。
（
未
受
診
の
と
き
は
返

金
し
ま
す
）

ま
た
、
申
込
ま
れ
る
と
き
に
予
診
や

注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
人
が

申
込
み
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。こ

こ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ニ
ー
．
こ
こ
ニ
ー
こ
ｌ
ｌ
1
．
1
－
1
－
．
1
－
こ
こ
ｌ
こ
ェ
ｌ
こ
ｌ
こ
．
．

鉱害復旧エ
計画とあわせて家の新築は

町では、各所で鉱害復旧工事を行なっていますが、これ

■
1
．

宗記
Ｕ
Ｊ
Ｐ
い
、

．
い
．
Ｐ
ｕ
Ｈ
ｈ
い
い
い
い
い
．
1
、
．
ｕ

ｉ！から家を建てられる方（特に農地を転用される場合や、道

長　路などに隣壊している土地など）は町、の行なっている拡
ｌｉ　害複旧計画とも関連がありますので、地盤の高さなどにつ
ｉｉいては事前に町鉱害謀に問い合せをされてから工事にとり
：ｉ　かかられるようお願いします。

31升ｚｔ賞品ｒ江111てご〇㍍111℃㍍昔笥Ｉｉ

福

岡

県

県では、尉氏賃金が改定され県内

の事業所では、49年12月15日からこ

の最低質金額より低い賃金で労働者

を使用することはできません。

最低質金額　1日　1．610円

所定労働時間が、その事業所の一

般労働者の労働時間より短い者（パ

ートタイマーなど）は1時間202円

（強日額で定められた最低賃金額

1日1．610円の「1日」とは、事

業所で定められている1日の所定労

働時間のことです。

㊥最低賃金額に含まれない賃金

01宵皆勤手当、通勤手当、家族手

当、なお、時間外、休日労働、深夜

業などの割増賃金はもちろん含まれ

ません；

（車最低賃金の通用を除外・される労働

者

精神または身体の障害により渾し

く労働能力の低い労働者であって、

この最低覚金額以上の質金を支払う

ことが不適当と思われるときには、

椙岡労働基準局長の許可を受ければ

1日1．610円より低い賃金で使用す

ることができます。

＠その他

産業別に定められた現行最低賃金

で、1日1．610円より低いものに昼
いずれもこの最低賃金が適用されま

す。

最低貸金についてのおたずねは、
もよりの労働基準監督署へ。

部落解放同盟中遠地協

水巻支部を結成
支　部　長　　蛭　田　末　美

副支部長　　右　田　孝　夫

事　務　所ｌ　水巻町伊佐座　林住宅1～5

（電話　602・7236〕
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6
　
6
　
6
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宅
口
末
末
二

樋
頃
頃
下

日　曜　在
4月27日　森田医院内・児科
5月4日　永松医院耳・鼻科

11日　村田医院内・児科
18日　中村医院内・児科

診察時間は　9時から17時、原則として往診はいたしま
せん。
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